「クリスマスおめでとう」　ルカ２：６～１１　2007年12月23日
今日はクリスマス礼拝です。ところでクリスマスって、何の日か知ってる？ 知ってるよねえ？ え？知らない人もいるかも？？？ じゃあ、クリスマスが何の日か、そのお話しをしましょう。

１．今から2000年も昔のことです。ナザレの村に、ヨセフさんという男の人と、マリアさんという女の人が住んでいました。ヨセフさんは、村一番の働き者。大工さんをしていたんですよ。

二人は結婚することが決まっていたのです。だから、ラブラブですね！

２．ところがそんなマリアさんのもとに突然天使が現れて、神様の言葉を告げ知らせました。まだ結婚していないマリアさんに、赤ちゃんが宿っているというのです！ その赤ちゃんは、世界の救い主イエス様だというのです!!　

　そのことを聞いたマリアさんは、もちろん驚きました。でも、最初は驚いたマリアさんでしたが、神様の計画をきちんと受け止め、心の準備をしたのでした。

３．天使は同じように、ヨセフさんのところにも現れました。そしてマリアさんに告げ知らせたことと同じことを、ヨセフさんにも伝えたのです。

もちろんヨセフさんも最初は驚きましたが、神様を熱心に信じていたヨセフさんは、マリアさんと同じように、このことをきちんと心に受け止めました。

　　こうして結婚前の二人でしたが、救い主イエス様のお父さんとお母さんになるために、心の準備をしていったのでした。
４．ちょうどその頃、人口調査をするために、自分の故郷に帰って登録をするようにという命令が、ローマの皇帝アウグストから出ました。これは、ユダヤの国に何人住んでいるのかっていうことを正確に知るための調査だったんだ。

　　アウグストっていうのはニックネームで、本当はガイウス・オクタヴィアヌスっていう名前だったんだって。人口調査をして、自分が支配してる国がどれだけあるかを知って、自分がどれだけ強いか自慢したかったのかな？

５．とにかく命令なので、ヨセフさんとマリアさんは、故郷のベツレヘム目指して出発しました。ナザレからベツレヘムは、とっても遠かったんですよ。それに、もうマリアさんのお腹は大きくなってきているね。だから、とっても大変な旅でした。でも優しいヨセフさんは、マリアさんのことをいつも気づかいながら、ゆっくりゆっくり旅して行きました。
６．ようやくベツレヘムに着いた二人は、泊まるところを探したのです。

「トントントンっ、お願いします、今晩泊めてくださいっ！ 子供がもうすぐ産まれそうなんです、お願いします!!」

７．「あ～ん？ 今頃そんなこと言ったって、もう遅いよ。うちにはもうあんたたちの泊まるところなんて無いわ。」

･･･意地悪そうな宿屋の主人は、そう言ってアッサリと断ったのでした。そんなこと言ったって、お腹に赤ちゃんの

いるマリアさんが旅しているんだから、急いで行くことなんて出来なかったのにねぇ・・・。意地悪だね。

８．仕方ないので、ヨセフさんは次のところに行きました。

「トントントンっ、お願いします、今晩泊めてくださいっ！ 子供がもうすぐ産まれそうなんです、お願いします!!」

９．「あら～ん、もう遅いわよん。今頃そんなこと言ったって、もう泊まるところはいっぱいなのよん。まあ、そうねえ、お金をもっと払うっていうんだったら、ちょっとは考えてあげてもいいわ。でもあんた、貧乏みたいだから、無理ね！ その辺で野宿したらいいんじゃないの、あたしには関係ないわ。じゃあね～！」

こんな具合に、何軒まわっても、かえってくる答えは同じでした。そしてとうとう、最後の宿屋の前で・・・

10．（泣きそうに）「トントントンっ、お願いします･･･空けてください。私たちを泊めてください･･･。赤ちゃんがもう産まれてしまいます･･･。お願いです、どこでもいいんです、どんなに狭くたっていいんです、お願いです、どうか泊めてください･･･」
ヨセフさんは泣きそうな声で、精一杯お願いをしました。そうすると、ようやく出てきた宿屋の主人が・・・

11．宿屋「そうかい、そりゃあんたたちも大変そうだねえ。でもねえ、あいにくうちも満員なんだよ。どうしたらいいかなあ、何とかしてやりたいんだけど･･･」

　ヨセフ「お願いします、どこでもいいんです。もう赤ちゃんが産まれてしまいます、もう時間がないんです･･･」

　　宿屋「それじゃ、ちょっと言いにくいんだけど、家畜小屋なら空いてるよ。でもねえ、さすがにそんなところじゃ、イヤだろう？ 動物を飼ってる場所で、人間の泊まるところじゃないもんねえ・・・」

　ヨセフ「えっ!? そこが空いているんですか？ お願いします、どこでも大丈夫です。泊めてください、ぜひ泊めてください、お願いしますっ！」

こうしてヨセフさんとマリアさんは、動物がいる家畜小屋に泊まることになりました。

ところでみんな、家畜小屋って、どんなところか知ってる？

12．牛「Welcome to my house ! まあ、ゆっくりしていきなさい、モ～っ。」

　ブタ「私たちのお家へようこそ、ブヒブヒ。さあ、こちらへ来て、暖炉でゆっくり暖まるといいわ、ブヒブヒ」

・・・なんて、そんなわけないよね！ 家畜小屋って、そんなキレイな場所じゃないよね。

13．そう、本当の家畜小屋って、動物たちのニオイが結構臭くってさ、暗い場所だしさ、ちょっとウンチが転がっ

ていたりしてさ・・・決して良いところじゃないよね。人間が住んだり、人間が泊まったりするような、そんな

場所じゃないんだよ。
14．でもね、そんなところにイエス様はお生まれになったんだ！

15．「きょうダビデの町に、あなたがたのために救主がお生れになった。このかたこそ主なるキリストである。」ルカ2:11
ダビデの町っていうのは、イエス様がお生まれになったベツレヘムのことです。この町の家畜小屋に、イエス様は生まれてくださいました。
16．私たちの心の中は、まるで家畜小屋みたいな時があるよね。ちょっと冷たかったり、ちょっと暗かったり、

ちょっと汚かったり･･･。
　自分の都合で、「イエス様が入る場所はありませんっ！」なんて、意地悪な宿屋の主人みたいな心になっちゃうこともあるんじゃないかな？

　でもね、心配しないで！ イエス様は、そんな私たちの心の中に生まれてくださいました。

だから私たちは、イエス様のお誕生を心からお祝いするんです。

　これがクリスマスの本当の意味なんです。ケーキを食べることも、プレゼントをもらうことも、どこかへ遊びに行くことも、とっても楽しい大切なことなんだけど、それよりももっと大事なことは、救い主イエス様のお誕生をお祝いすることなんだね。こうしてクリスマスの礼拝をするっていうことが、一番大切なことなんだよ。

　クリスマスおめでとう。イエス様、私の心の中に生まれてくださって、本当にありがとう！　　　おしまい。

